
アクセシビリティ機能について（障害のある方が個別に使いやすいように設定できる機能） 

 

VoiceOver 読み上げ機能 ズーム機能 画面表示を拡大 

色を反転 画面表示の色を反転 スピーチ 選択した場所の読み上げ 

より大きな文字 文字サイズの変更 ｱｸｾｽｶﾞｲﾄﾞ 利用ｱﾌﾟﾘを１だけにし、機能制限をする 

ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ 1 つまたは複数のｽｲｯﾁを使

って操作 

Assistive Touch 指１本で操作ができる機能 

 

 

①画面が見にくい人には 

ズーム機能、色を反転、より大きな文字に変更 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３本指でﾀﾞﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟすること

ｽﾞｰﾑし、３本指で移動します 

色を反転。 

ｺﾝﾄﾗｽﾄを変更します。 

ﾃｷｽﾄを大きな文字で表示。 

特定のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに適用され

ます。 

 



②読むことが苦手・困難な人には   

(a)画面読み上げ機能（VoiceOver） 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ VoiceOver ON 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面読み上げ機能です。今指先が触れて

いるのは何か。画面で起きていることの

すべてを VoiceOver が説明します。

VoiceOver の話す速度やテンポも、聞き

やすいように調節できます。 

ｼｮｰﾄｶｯﾄで VoiceOver を有効にすると、ﾎｰﾑ

ﾎﾞﾀﾝをﾄﾘﾌﾟﾙｸﾘｸﾘｯｸ（3 回連続して押す）だ

けで、VoiceOver に ON・OFF が切り替え

ることが出来ます。 

 

ON
。 



(b)選択項目・画面の読み上げ機能（スピーチ） 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ スピーチ ON ⇒ 選択項目の読み上げ ON 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ、e-mail、ﾒｯｾｰｼﾞなどの

ﾃｷｽﾄを選択したい時は、「選択項

目の読み上げ」機能を使いましょ

う。どのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでも、ﾃｷｽﾄを

ﾀﾞﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟするとその部分がﾊｲﾗｲ

ﾄ表示されます。VoiceOverをON

にしていなくても、「選択項目の

読み上げ」機能がﾊｲﾗｲﾄ表示され

たﾃｷｽﾄを読み上げ、ｶｯﾄ、ｺﾋﾟｰ、

ﾍﾟｰｽﾄなどの編集オﾌﾟｼｮﾝも使え

るようになります。 

iPad はﾃｷｽﾄをﾀｯﾌﾟすると内蔵辞

書機能もあります。目的の意味が

分からなければ、すぐにｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

上から検索も可能です。 

 

ON
。 

「選択項目の読み上げ」を ON

すると ”読み上げ ”が表示さ

れ、”読み上げ”をﾀｯﾌﾟするとﾃ

ｷｽﾄを音声で読み上げます。 

 

ON にすると、読み上げてい
る場所がわかります。 



(c)画面の読み上げ機能（スピーチ） 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ スピーチ ON ⇒ 画面の読み上げ ON 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ON
。 

画面上部から下に２本指でス

ワイプすると読み上げます。 

ｽﾋﾟｰﾄﾞを上げる ｽﾋﾟｰﾄﾞを下げる 

一時停止 

止める 

進む 戻す

「 



③不必要な部分を触ってしまう人には（アクセスガイド） 

iPad で使えるｱﾌﾟﾘが１つだけになり、どの機能を利用できるかを管理できます。 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ ｱｸｾｽｶﾞｲﾄﾞ  ON 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定・終了するには、使いたいｱﾌﾟﾘでﾎｰﾑﾎﾞﾀﾝをﾄﾘ

ﾌﾟﾙｸﾘｯｸします。 

タップを無効にしたい場所

を、指を使って円で囲むと設

定されます。 

OFF にすると、
画面が回転しま
せん。 

OFF にすると、
ﾀｯﾌﾟ操作ができ
ません。 

ｽﾘｰﾌﾟ、ﾎﾞﾘｭｰﾑﾎﾞ
ﾀﾝの設定 

ｱｸｾｽｶﾞｲﾄﾞを行う 
ｱﾌﾟﾘをﾀｯﾌﾟします。 

設定画面 ここをﾀｯﾌﾟする
と開始します。 



④指の操作が苦手な人には（Assistive Touch（ｱｼｽﾃｨﾌﾞﾀｯﾁ））   

  ボタンを押したり、画面上での複雑な操作をしたりすることが困難な方の為の機能です。 

  設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ Assistive Touch  ON 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新しいジェスチャを作成（ロングタップを作る） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

画面上でﾛﾝｸﾞﾀｯ
ﾌﾟをします。 

ｼﾞｪｽﾁｬ名を入力しま
す。ここでは”ﾛﾝｸﾞﾀｯﾌﾟ”
と入力しています。 

登録する場所を

ﾀｯﾌﾟします。 

Assistive Touch 

ﾀｯﾌﾟします。 
ON
。 

完成!! 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvdVS5UJVTmSAA6WSU3uV7/SIG=129orks87/EXP=1402380857/**http:/sevencolor.info/wp-content/uploads/hand_c1.png


⑤手の操作が苦手な人には（スイッチコントロール ） 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ ON 

ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙでは、1 つのｽｲｯﾁまたは複数のｽｲｯﾁを使って iPad を操作できます。 いくつかの方

法を使って、選択、ﾀｯﾌﾟ、ﾄﾞﾗｯｸﾞ、入力などの操作を実行できます。ﾌﾘｰﾊﾝﾄﾞで描くこともできま

す。ｽｲｯﾁを使って画面上の項目または場所を選択してから、同じ（または別の）ｽｲｯﾁを使ってその

項目または場所で実行するｱｸｼｮﾝを選択します。基本方式は、項目ﾊｲﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ・ﾎﾟｲﾝﾄﾊｲﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ・手

動選択の 3 つです。どの方法を使う場合でも、各項目（ｸﾞﾙｰﾌﾟではなく）を選択すると、選択し

た項目でどんなｱｸｼｮﾝをするか（ﾀｯﾌﾟ､ﾄﾞﾗｯｸﾞ､ﾋﾟﾝﾁなど）を選択できるﾒﾆｭｰが表示されます。 

ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙの動作は、特定のﾆｰｽﾞやｽﾀｲﾙに合わせてさまざまな方法で調整できます（ややこしいです！）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初にｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙを ON にする前にｼｮ-ﾄｶｯﾄにｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙを登録しておきます（ﾎｰﾑﾎﾞﾀﾝのﾄﾘﾌﾟﾙｸﾘｯｸ

でｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙから抜け出すことができるようになります）。 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ ｼｮｰﾄｶｯﾄ ⇒ ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ  にﾁｪｯｸを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

手動選択 

手動で項目

間を移動で

きます（複

数のｽｲｯﾁが

必要です）。 

項目ﾓｰﾄﾞ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） 
いずれかの項目が選択されるま
で、画面上の項目を順にﾊｲﾗｲﾄしま
す。 

 

ﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞ 
ﾊｲﾗｲﾄ十字ｶｰｿﾙを使
って画面位置を選
択できます。 

 



(a) キーボード（Bluetooth 機器）を使ってのスイッチコントロール 

  Bluetooth を ON にしておきます。 ｽﾍﾟ-ｽ ｷｰを押すと項目を選択、shift ｷｰを押すとﾎｰﾑﾎﾞﾀﾝを 

選択するように設定します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部：Bluetooth 機器等によりｽｲｯﾁが入ります。 

画面：画面をﾀｯﾌﾟするとｽｲｯﾁが入ります。 

ｶﾒﾗ：頭を動かしてｽｲｯﾁを入れます。 

 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの使用するｷｰを押します。 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの使用するｷｰを押します。 

ｽｲｯﾁに名前
を付けます。 

ｽｲｯﾁに名前
を付けます。 

ON
。 



初期状態では項目ﾓｰﾄﾞになっているのでﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞへ変更するには、以下のように変更します。 

※前ﾍﾟｰｼﾞの様にｷｰﾎﾞｰﾄﾞ（Bluetooth 機器）を使ってのｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙでの続きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙのﾒﾆｭｰ項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ｽﾍﾟｰｽを押し、
ﾒﾆｭｰを表示させ
ます。 

② 項目が点線の所
に来たら、ｽﾍﾟｰｽ
を押します。 ③ 項目が点線の

所(ﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞ)
に来たら、ｽﾍﾟｰ
ｽを押します。 

  ﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞにな
ります。 



 (b) 頭を動かしてのスイッチコントロール 

  頭を左に動かして “項目を選択” 頭を右に動かして “ホームボタン”に設定します。 

設定 ⇒ 一般 ⇒ ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ ⇒ ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ ⇒ ｽｲｯﾁ  ⇒ 新しいｽｲｯﾁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ON
。 

ｶﾒﾗに自分の顔が映る
ように iPad 位置を調
整します。 

頭を右に動かすと

“ﾎｰﾑﾎﾞﾀﾝ”を押

すのと同様にﾎｰﾑ

画面に戻ります。 

頭を左に動かすと

“項目を選択”で

きます。 



(c)画面上の任意の位置にスイッチを貼り、そのスイッチによるスイッチコントロール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指のかわりに外部ｽｲｯﾁで iPadなどの

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙをﾀｯﾁするためのﾕﾆｯﾄもあり

ます。写真で示している iPad ﾀｯﾁｬ-

は静電ﾕﾆｯﾄを置いたところのみﾀｯﾁ

可能です。 

たとえば、iPad ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘのｼｬｯﾀｰのｱｲ

ｺﾝのところに貼り付けることによ

り、外部ｽｲｯﾁでｼｬｯﾀｰを切ることがで

きます。 

iPad のｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾙのｽｲｯﾁとしても動

作可能です。 

（ｽｲｯﾁｿｰｽをﾌﾙｽｸﾘｰﾝに設定） 


